臨床教授等外国医師・外国歯科医師の有効期間の更新の許可基準
１．医療に関する知識及び技能の教授又は医学若しくは歯科医学の研究を目的として本邦に入国していること
医療に関する知識及び技能の教授又は医学若しくは歯科医学の研究を目的として本邦に入国した者
　　（１）住民票の写し
　　（２）旅券                    〔（１）～（４）の内、いずれか一つを提出〕
　　（３）在留カード　　　　　　　　
　　（４）在留資格認定証明書

２．患者に与えた損害を賠償する能力を有すること
１事故当たりの賠償金額の限度が5,000万円以上かつ廃業担保特約５年間の損害賠償保険契約書及び約款を提出、又は当該者が患者に与えた損害を臨床修練病院等の開設者が当該者に代わり、又は当該者と連帯して賠償することとしている場合は、その誓約書
（保険会社は、日本国内で賠償給付できるものに限る）
（保険会社発行の契約証明書又は賠償保険付保誓約書でも可）
３．臨床教授等計画書及び承諾書の提出
次の事項について明確に記載し、臨床教授等病院長及び臨床教授等責任者が承諾した旨の書面を提出
（１）臨床教授等を行おうとする病院名
（２）臨床教授等を行おうとする分野
（３）臨床教授等を行おうとする期間
（４）臨床教授等責任者の氏名
４．有効期間を更新することについて正当な理由があることを明らかにすることができる書類

正当な理由があることを証明する権限を有する機関が発行した証明書

